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BeavereZaZ.(1952)はhepatomegalyをともなう著明

なeosinophyliaの患者（１～５歳)をしらべ，これらが

イヌ回虫（Ｔｏ工ｏａｚｒａｃα"is）の幼虫によってひき起され

たものであると発表した．ＤｅｎｔｅＺａＬ(1956)は小児のイ

ヌ回幼虫症につき報告し，つづいてSchacher(1957）は

イヌ回虫仔虫卵の摂取により体内に迷入した幼虫が肝，

腎，心臓および中枢神経系の諸組織に多く存在すること

を発表した．しかし，イヌ回幼虫症であるとの適確な診

断は肝その他のbiopsyにより虫体を発見することが必

要であるが，これは容易でないし，しばし危険をともな

う．Kagan(1957)，SaduneraL(1957)およびHuntley

＆Moreland(1963）は補体結合反応，赤血球凝集反応，

Ouchterlony法などの免疫学的な方法で患者の血清を用

いて診断することを試みた．Soulsby（1957）やKagan

(1957)はdoublediffusion法でしらべethanol処理し

たブタ回虫のpolysaccharideantigenに４～８種の抗

原成分があるといった．KaganeZaZ.(1959）はヒトおよ

びブタの回虫からの抗原が，イヌ回虫感染の子供に皮膚

反応陽性であったと報告した．HuntleyeZaZ.(1963）は

イヌ回虫感染者がhypergammaglobulinemiaを示すと

述べている．Crandall＆CrandaU（1967）はブタ回虫

体成分をエーテルで抽出し，SephadexG-100で分画し

た第１分画にこのhypergammaglobulinemiaの血清に

強い活性を示すmacroglobulinが存在すると述べてい

る．しかし，一般に感染に対する特異的免疫診断は感染

により生ずる抗体のみに特異的な抗原が存在することが

望ましいし，また本来これを前提としなければならな

い．

著者は感染|こより人体|こ迷入したイヌ回虫の排泄物お

よび分泌物（以下ＥＳ抗原と呼ぶ）の抗原性に着眼し，

このＥＳ抗原の特性と，イヌ回虫の全虫体組織から抽出

した物質（以下ＳＯＭ抗原と呼ぶ）との相関性を免疫学

的に究明した．

実験材料と方法

●

１．抗原の作製

ａ）実験材料

生後１週間から１カ月の雑種犬の腸から採取したイヌ

回虫の幼，成虫を用いた．

ｂ）ＥＳ抗原の作製法

虫体を数回水洗しさらに蒸留水で洗ったうえ，濾紙で

水分を除去し0.85％生食水（ｐＨ7.2）にペニシリン３０

Lu./ｍｌおよびストレプトマイシン3007/ｍｌを加えた液

に虫体（約20虫体/100ｍl)を入れて，温度は２７°Ｃに一

定して飼育し12時間毎に飼育液をかえ，３～４日間継続

し全飼育液を東洋濾紙で濾過し，セロファンチューブに

入れて４．Ｃの低温室で１２時間透析しこれを減圧濃縮

し，凍結乾燥して三角コルベンに入れて密封し-20°Ｃ

に保存した．

ｃ）ＳＯＭ抗原の作製法

前記のごとく虫体を水洗し，水分を除去し細かく切っ

て，１０倍容の生食水を加え，ホモジナイザーにかけ，さ

らに２４時間放置し，充分に抽出したものを1,000rpm，

60分遠心し，上清をセロファンチューブに入れて４°Ｃ，

12時間透析し，凍結乾燥して三角コルベンに入れ密封し

て-20°Ｃに保存し，用にのぞみ必要量だけ取り出して

実験に供した．

２．抗血清の作製法

ａ）免疫動物

体重2,000ｇ前後のウサギ４羽（ES,ＳＯＭ抗原各々

２羽宛）を用いて，抗原を注射して抗血清を作製した．

ｂ）免疫方法

保存した凍結乾燥抗原５～３０ｍｇに１ｍｌの生食水を

加えWaringblendefでよく混和し，これに等量の

Freundのcompleteadjuvant(FreunderaJ.，1948)を

加えてpotter-Elvehjemhomogenizerでよく混和し，

●

●

（１９）

‐



150

用して，抗原，抗体間隔は５～１０ｍｍで適度の湿気のあ

るところに室温(26｡～28°Ｃ)で４日間反応させ，ニグロ

シン酸液で１２時間染色した．

ｂ）電気泳動分析

ＥＳおよびＳＯＭ抗原のｐＨ７．２生食水可溶性物質お

よびイヌ回虫の体腔液について，acetate膜をたん体と

した電気泳動分析をDensitometer(ＯＺＵＭＯＲ８２）を用

いて，電気泳動学会標準規約（佐瀬・島尾，1967）に準

じ施行した．

ｃ）総Ｎ量の測定

抗原の総Ｎ量の測定はミクロキエルダール法(Kabat

＆Mayer’1948)を用いて測定した．

ｄ）交叉吸収試験

抗ＥＳ,ＳＯＭ血清中のＥＳ，ＳＯＭ抗原と反応する共

通抗体を除去するために，抗原および抗血清を階段希釈

し，試験管内沈降反応で最適比を決定し，最適比より約

20％多量の抗原を用いて，

１０％抗ＥＳ血清１ｍｌにＳＯＭ抗原７ｍｇ/ｍｌを加え

たもの（Ｎｏ．１）

１０％抗ＥＳ血清１ｍｌにＥＳ抗原５ｍｇ/ｍｌおよび

SOM抗原７ｍｇ/ｍｌを加えたもの（Ｎｏ．２）

１０％抗ＳＯＭ血清１ｍｌにＥＳ抗原５ｍｇ/ｍｌを加え

たもの（Ｎｏ．３）

１０％抗ＳＯＭ血清１ｍｌにＥＳ抗原５ｍｇ/ｍｌおよび

ＳＯＭ抗原７ｍｇ/ｍｌを加えたもの（No.４）の各々を充

分に混和し，３７°Ｃ２時間，４°Ｃ１２時間放置後，３，０００

rpm，１５分間遠心し，４グループの上清を吸収抗血清

(Ｎｏ．１，ＮＯ２，Ｎｏ．３，Ｎｏ．４）とし，ＥＳ抗原とＮＣ，

１，No.４およびＳＯＭ抗原とNo.２，ＮＣＢとについ

て免疫泳動法を行った．

ｅ）特異抗原分離の試み

１）Polysaccharideproteincomplexの分離

TablelFractionationofSOM-antigen

SOM-antigen(lyophilized）

｜職WA1im&

2ｍl宛ウサギの腋窩，背部の皮下または筋肉内に注射

した．注射免疫間隔は１週間毎に行ない，その都度抗体

価を測定し，５週間経過後５回免疫し，最後の注射免疫

後１週間目にさらに抗体価を測定し，上昇したことを確

かめてから24時間絶食して，頚動脈から全血採取して血

清を分離し，５６°Ｃ,３０分で，この血清を非動化してアン

プルに１ｍｌずつ分注し熔封し-20°Ｃに保存し，免疫

泳動法およびOuchterlony法に使用した．

ｃ）抗体価の測定

１）赤血球凝集反応

ヒツジの頚動脈から採血した赤血球を生食水で３回洗

潅し，これを同量のAlsever液(BunkantzeZaZ.，1946）

に入れ冷所に保存し，用に応じて必要量の血球を生食水

で３回洗糠し，赤血球凝集反応に供した．赤血球凝集反

応はBoyden(1951）法を用い，洗瀧したヒツヅ血球を

１：20,000タンニン酸生食水の５０倍容で室温10分間放置

し遠心洗糠して，2.5％の血球浮遊液にし，さらに1,200

rpm，３０秒間ミキサーで血球を遊離させ，これに同量の

抗原（10ｍｇ/ｍｌ)を加え，室温で15分間感作させ，1,000

rpm，１０分間遠心分離洗糠し，さらに自家凝集を防ぐ目
的で１：２５０の非動化した正常ウサギ血清(NRS)で２回

洗潅し(西岡・岡田，1966)，２．５％の感作血球浮遊液と

し，０．２ｍl宛を抗体階段希釈液に加えて，１時間値，２

時間値を判定し，抗体価を測定した．

２）試験管内沈降反応

抗体希釈法および抗原，抗体希釈法により，室温で３０

分間値，１時間値をしらべ，抗体価の推移および最適比

をみた．

３．実験方法

ａ）免疫泳動法(松橋，1958）およびOuchterlony法

による抗原分析

免疫泳動法の実験条件は電源100～200ｖｏｌｔ（5～３０

ｍＡ)，電極白金線電極，緩衝液Veronal-VeronalNa・

ｐＨ８．９，電流０．６ｍＡ/cｍ，抗原量０．０５ｍｇ～0.1ｍｇ，

抗血清量0.01’１，セルローズアセテート膜（Millipore

製）とした．

前記の泳動条件でＥＳ，ＳＯＭ抗原，ＳＯＭ抗原の分画

したものと体腔液を60分間展開後，中央溝に抗血清0.O1

Jul注入し，室温に24時間静置して，ニグロシン酸液(ニ
グロシン１０ｍl，サク酸２，１，蒸留水100ｍl)で12時間

染色して，沈降線を観察した．

Ouchterlony法はFeinberg（1957）の方法を用い，

Petrimセルローズアセテート膜Veronal緩衝液を使

●

ｑ

●

●

Ｓ Ｐ

麟鵜繍量jji綿ＷＭ
P

IwashedwitM…
polysaccharideproteincomplex（Ｃ２）

Ｓ

（２０）



151

ＫａｇａｎｅＺａＺ.（1958)の方法にしたがって，ＳＯＭ抗原

を３０％水酸化カリウムで１５分間加熱し，これを４°Ｃ，

24時間透析し,９５％エタノールで沈澱分離したもの(Ｃｌ）

およびＴａｂｌｅｌのごとくＳＯＭ抗原を８％三塩化酸

(T・ＣＡ)で沈澱する蛋白を10,000rpm，３０分間遠心で

除去し，上清を４．Ｃ，２４時間透析し３７°Ｃ１時間２％

Trypsin(ｐＨ7.2)処理し，これをアセトンで沈澱分離し

たもの（Ｃ２）を試料にした．

２）硫安分画法

蛋白質の分画法として，一般に広く用いられている塩

析法によって，ＳＯＭ抗原中の蛋白の分離を試みた．硫

酸アンモニウム(25°Ｃ飽和溶液は76.79/100ｍl)の1/3,

1/2および全飽和で分画した各沈澱物(Ｓ4,Ｓ５，Ｓ６)およ

び上清(S3)を４．Ｃ，２４時間透析し，それぞれ免疫泳動

法に用いた．

３）Crandall＆Crandall（1967）の方法にしたがっ

てＴａｂｌｅ２のごとくＳＯＭ抗原(50ｍｇ/ｍｌ)を４°Ｃで

Table2FractionationofSOM-antigen

SOM-antigen(lyophilized）
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エーテル抽出し，濾紙で減圧分離した沈澱物を常温水

(リン酸緩衝液でｐＨ７．６に修正したもの）で２～３回

抽出し，10,000rpm，６０分遠心して，上清液を約５ｍｌ

に25.Ｃで濃縮し，SephadexG-100を充てんしたＣＯ‐

lumn(2.5×60.0ｃｍ)で濾過分画(Howrate：１０ｍl/hour）

して得た無色透明の第１分画を４°Ｃ,２４時間透析し，そ

れぞれをＳＬＳ２として試験管内沈降反応，赤血球凝

集反応および免疫泳動法に供した．

実験成績

１．感作ウサギの抗体産生推移

4０●

2０

１０

０７１４２１２８３５４２

Daysbeforeandafterinjection

Fi９．２Antibodyresponseofrabbits（injected
withT.ｃα"isSOM-antigen）

Antibodyresponsedeterminedbyhe‐

magglutinationtest．

（２１）
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２．抗原の性状について

ミクロキエールダール法による総Ｎ量は，イヌ回虫の

体腔液6.93％，ＥＳ抗原6.84％，ＳＯＭ抗原10.91％で

あった(Table４)．体腔液，ＥＳ,ＳＯＭ抗原の蛋白分画
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SOM-antigen．

Ｃ

ＥＳ抗原を２羽のウサギに初回５ｍｇ以後，３０ｍｇづ

つ皮下に毎週注射免疫したところＦｉｇ．１のごとく，赤

血球凝集反応における抗体価は急上昇し，５週後には

5,120倍～10,240倍となった．さらに５ｍｇの追加免疫

で10,240～20,480倍の抗体価を示した．

ＳＯＭ抗原による抗体価の推移はＦｉｇ．２のごとくで，

ＥＳ抗原と同じ条件で注射免疫したところ，抗体価の上

昇は,抗原にくらべて緩徐で５週の終りの抗体価は2,560

倍，６週間後には5,120倍を示した．

Table、３は前記のＥＳ,ＳＯＭ抗原を注射免疫後６週

目の全採血時の試験管内沈降反応の成績結果である．

ＥＳ抗原による抗ＥＳ血清は1,600倍，ＳＯＭ抗原に

よる抗ＳＯＭ血清も同じく1,600倍の抗体価を示した

が，交叉試験のＥＳ抗原とＳＯＭ感作免疫血清では200

倍，ＳＯＭ抗原とＥＳ感作免疫血清では400倍であっ

た．

ﾉ、－
１０（

DM-antigen(0.（

Ｆｉｇ．４ElectrophoreticPatternsofES-，

SOM-antigenandhemolymph．

はTiseliusの電気泳動でFig.４に示すごとく，体腔液

は５峰を有しアルブミン52.1％，グロブリン47.9％で，

ＥＳ抗原は易動度の早いアルブミン部位に大きな峰を有

して，アルブミン６１．７％，グロブリン３８．３％で体腔液

蛋白の易動度に似ている．ＳＯＭ抗原は約４峰を有し，

主成分は中間の易動度を示すグロブリン部位にその大部

分が存在し，アルブミン18.7％，グロブリン８１．３％の

割であった（Table４)．

すなわち，ＥＳ抗原は体腔液に似てアルブミン系がや

や多いのに比して，ＳＯＭ抗原はグロブリン系が多く，

両抗原の構成成分の量的差異のあることは判然としてい

る．

３．免疫泳動法によるＥＳ，ＳＯＭ抗原の比較

前記泳動条件でＥＳおよびＳＯＭ抗原を分析した結

果はＦｉｇ．５に示したごとくＥＳ抗原は抗ＥＳ血清に対

してアルブミン分画位に強い１本の沈降線を示し，この

沈降線に並んでα，位に糖タンパクと考えられる１本の

沈降線を示し，さらにα2位にmacroglobulinと考えら

、

●

Table3Precipitintest
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LES-antigen
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轡曲し，連なった．いわゆるlooping現象を示して，両

者が明らかに共通した同一成分であることを示してい

る．抗ＳＯＭ血清に対してはＥＳ抗原は細い３本の沈降

線を認め，ＳＯＭ抗原との間には４本の細い沈降線を認

めた．また，両抗原，抗体の量的関係を知るために，

Ouchterlony法のセルローズアセテート膜内のcenter

cupに抗ＥＳ,ＳＯＭ血清をおき，その囲りにＥＳ,ＳＯＭ

抗原の倍量希釈液をおき，反応させたところ，抗ＥＳ血

清に対してＥＳ抗原は243倍まで４本の沈降線を認めた

が．抗ＳＯＭ血清に対してＳＯＭ抗原は９倍希釈までが

限度でそれ以上の希釈では沈降線を認めることは不可能

であった．

すなわち，両抗原には抗体産生能の差からくる抗体価

の相異および抗原抽出の難易からくる成分濃度の相異な

どの量的相異を排除出来ないが，ＳＯＭ抗原にはＥＳ抗

原と共通したいわゆる飼育液型抗血清に強く産生される

抗アルブミン系物質に強く反応する抗原成分を有してい

る．

４．抗血清の吸収試験について

れる沈降線１本，β位に２本，７位に２本それぞれ認め

る.体腔液と抗ＥＳ血清との間ではやはり，アルブミンの

泳動範囲に１本，β位に２本，７位に１本の沈降線をそ

れぞれ認める．ＳＯＭ抗原と抗ＥＳ血清との間ではアル

ブミン位に１本,β位に２本,７位に２本の沈降線を認め

た．ＥＳ抗原と抗ＳＯＭ血清との間には７－グロブリンの

泳動範囲に３～４本の沈降線を認めた．ＳＯＭ抗原と抗

SOM血清との間にはβ位に４～５本，７位に２～３本

の沈降線を認めた．体腔液と抗ＳＯＭ血清との間には

α２位に２本，β位に１本,，７位に３本沈降線を認めた．

すなわち,抗ＥＳ血清はアルブミン系の強い抗体とα1-グ

ロブリン分画の抗体とさらにβ，７－グロブリン系の弱い

抗体を産生しているが，抗ＳＯＭ血清はβ，７－グロブリ

ン系のみに強く示す抗体を産生している．

Ouchterlony法でＥＳおよびＳＯＭ抗原と抗ＥＳ,ＳＯＭ

血清を反応させたところ，Ｆｉｇ．６に示すごとくcenter

cupの抗ＥＳ血清に対してＥＳ抗原もＳＯＭ抗原も共に

強い１本の沈降線とさらに抗原側に３本の弱い沈降線を

それぞれ認めた．両抗原に認めた沈降線は相互に末端が

●

（２３）

￣
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lmmunoelectrophoreticpatterns

SOM-antigen

absorbedanti-SOM

serｕｍＣａｓｅＮｏ，３

●

Ｌ
Ｃ

Ｃｅｎｔｅｒｃｕｐ：

anti-ESserum

LES-antigen

２．SOM-antigen

１
２

蕊
鑪
蕊
辮
辮
辮
辮
辮
蕊
辮
灘
蕊
蕊
蕊
溌
蕊
溌

Ｇ

Ｃｅｎｔｅｒｃｕｐ：

anti-SOMserum

LES-antigen

２．SOM-antigen ①ば②
②①

o･･･ﾛａ.q1

句:｡:｡ｴｰﾕ｡

Ｆｉｇ．６Ｄｏｕｂｌｅdiffusionprecipitinreaction・

沈降反応による抗原，抗体希釈法から得られた最適比ＥＳ血清Ｎｏ．１とＳＯＭ抗原との吸収試験の結果では，

は，Fig.３に示すごとくで，実線はＥＳ抗原と抗ＥＳα1-グロブリンに相当する範囲に１本の沈降線の残存を

血清で，点線はＳＯＭ抗原と抗ＳＯＭ血清の反応の場を示した(Fig.５)．

あらわした曲線である．この沈降曲線から実験方法で記５．多糖体抗原について

した吸収抗ＥＳ血清ＮＯ２とＳＯＭ抗原および吸収杭さらにこのＳＯＭ抗原の種々の分画について検討して

SOM血清Ｎｏ．４とＥＳ抗原との吸収試験では抗体は得た結果は次の通りである．実験方法で記したごとく，

完全に吸収されて，免疫泳動法で沈降線は消失したが， まずKagneZaZ.(1958)の方法により分離したpolysac‐

吸収抗ＳＯＭ血清No.３とＳＯＭ抗原との間には，７－グcharideproteincomplex(Ｃｌ)およびＴＣ.Ａ,Trypsin

ロブリンの泳動範囲に１本の沈降線が残存し，吸収抗処理で得た(Ｃ２)はいずれもニンヒドリン定性反応陰性，

Table5Hemagglutinationtitersofanti-ES，anti-SOMserawithSOM-extractedantigen ●

anti-SOMserumanti-ESserum

firstpeakfractedextract （Ｓ１）
second〃 （Ｓ２）

polysaccharidecomplex （Ｃｌ）

（Ｃ２）〃

supernatantofarnmoniumsulfatefraction（Ｓ３）

1280

３２０

０

０

５１２０

帥
別
０
０
０
８

ワ
］

２
１

１

Controlsforthetest

（ａ）phosphatebuffersalineandtanned，sensitizedcells．
（ｂ）antiserumandtanned，unsensitizedcells．
（ｃ）normalserumandtanned，sensitizedcells．

(２４）
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沈降線を認めたが，Ｓ６との間にはβ-グロブリン位に１

本，７－グロブリン位に２本の沈降線を認めた．抗ＳＯＭ

血清とＳ３との泳動では沈降線を認めなかった．（Table

６）

Ｓ４との間には７－グロブリン分画位に２本の沈降線を

認めた．Ｓ５との間には沈降線を認めなかったが，Ｓ６と

の間にはβ，７－グロブリン位に４本の沈降線を認めた．

アンスロン定性反応陽性であった．この物質とＥＳおよ

びＳＯＭ抗血清との沈降反応の結果は，Ｔａｂｌｅ５のごと

くＣｌ，Ｃ２いずれも抗ＥＳ，ＳＯＭ血清に対して沈降を

認めなかった．また，免疫泳動法でも沈降線は１本も認

めなかった（Table６)．

Table61mmunoelectrophoreticbanｄｎｕｍｂｅｒ

ｏｆａｎｔｉ－ＥＳ，anti-SOMserawithES-，

SOM-andfractedantigen．
考案

anti-ESserumanti-SOMserum
antlgen

Ａ１－ａ１ａ２－７ Ａ１－ａ１α2￣７ Campbell（1936,1937）は，ブタ回虫から分離した

ポリサッカライFはイヌ回虫免疫血清に対して沈降反応

を示さないことから，種特異抗原の存在を報告した．

Kagan（1957,1958）はイヌ回虫の体腔液,虫体組織，

受精卵および虫体から抽出したポリサッカライFは種族

特異性があると報告した．Ｋｅｎｔ（1960）はブタ回虫か

ら抽出した糖蛋白に種特異抗原の存在することを報告し

た．Fernando（1968）はイヌ回虫の仔虫期卵について，

検討を加え，仔虫期卵から抽出した物質にかなり高い抗

原性のあることを報告している．

以上のような諸実験は免疫抗原の抽出にさまざまな方

法を用い，その抗原の特性を議論しているところに問題

があり，反応系を単一化していないので相互の研究を比

較することは困難である．また虫体から抽出した各種の

成分を動物に免疫して得た抗血清に対する各種の免疫反

応の中で特異な系が見出されたとしても，それがただち

に感染症における特異抗原抗体反応系を示すとは考え

られない．Huntley＆Moreland（1963）はvisceral

larvamigrans（Ｖ・ＬＭ）の症状を示す３人の患者血

清についてイヌ回虫の抽出抗原とgeldiffusion法で免

疫反応を行い，そのうち２人の患者にそれぞれ１本ずつ

の沈降線を認めたと報告している。しかしこのものがイ

ヌ回虫に特異的なものかははっきりしない．Kagan

(1957）の綜説によれば各種寄生虫体の中にはそれぞれ

に極めて高い非特異性の交叉反応抗原を有することが報

告されている．

すなわち，免疫反応を適用して寄生虫診断を行なう場

合には免疫反応の系をどのように選択するか，またその

抗原の特異性をどのような範囲に設定するかが問題とな

る．いいかえればイヌ回虫の感染症での免疫抗原の追跡

と，これに対する試験抗原の決定である．たしかに従来

多数の研究者によって行なわれて来た全虫体免疫による

種特異抗原の研究も重要であるが，寄生虫体の寄生の場

における抗原物質の追求もまた重要な問題である．この

ＥＳ

ＳＯＭ

Ｓ１

Ｓ２

Ｓ３

Ｓ４

Ｓ５

Ｓ６

Ｃ１

Ｃ２
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１
１
２
１
０
０
１

６
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２
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４

’
’
０
０
１
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’
３
０
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５
４
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４

３

０
０
０
０
０
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０
０
０
０

４
８

２
６

｜
ｌ
０
０
０
ｌ
０
ｌ
０
０
６

３
６

１
４０

Ａｌ一α,：Albumin，fraction．

α2-7：α２，β１，β２，７fraction

S1：firstpeakfractedextract、
Ｓ２：second〃

Ｓ３：supernatantofammoniumsulfate、

Ｓ４：１/３saturated〃

Ｓ５：１/２〃〃

Ｓ６：saturated〃

Ｃ１：polysaccharideproteincomplex（boiled

with30％potassiumhydroxide）
Ｃ２：〃

（treatedwith2％Trypsin）

Crandall＆Crandall（1967）の方法で抽出分画して

得たＳ，とＳ２は抗ＥＳ，ＳＯＭ血清に対して，Table5

に示すごとく，赤血球凝集反応でＳ１は抗ＥＳ血清，抗

SOM血清とも1,280倍まで陽｣性を示し，Ｓ２は抗ＥＳ血

清に対して320倍，抗ＳＯＭ血清に対しては80倍まで陽

性を示したが，免疫泳動法では，Table6のごとく沈降

線は認めなかった．

硫安分画法で得たＳＯＭ抗原の各分画（S３，Ｓ４，Ｓ５，

S6）の免疫泳動の結果，抗ＥＳ血清とＳ３との間にはア

ルブミン分画位に強い１本の沈降線とβ分画位に細い

１本の沈降線を認め，Ｓ４（euglobuliｎ分画）との間に

はＥＳ抗原と抗ＥＳ血清との間に示した，α1-グロブリ

ン位の沈降線に一致した易動度の早い１本の沈降線を認

めた．ｓ５との間にはアルブミン位に非常に弱い１本の

●

（２５）
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ような問題に関して，小宮・小林（1965）は寄生虫感染

に対する免疫学的研究で，ＥＳ抗原（excretionandse‐

cretionantigens）の有用`性について報告している．ま

た小林ら（1968）はアニサキスのＥＳ抗原を作製しそ

の特異性について，ＥＳ抗原はＳＯＭ抗原と異る免疫学

的特性を有する抗原であると報告している．

著者はイヌ回虫のＥＳ抗原とＳＯＭ抗原の関連性に

ついて免疫学的に検討した結果，まずＥＳ抗原とＳＯＭ

抗原の構成蛋白に明らかに差異を認め，ＥＳ抗原ではア

ルブミンおよびα1-グロブリンが主であるのに対し，

ＳＯＭ抗原ではアルブミンを欠除し，α2～7-グロブリン

にその電気泳動像が認められる．この２種抗原を用い

てウサギにadjuvant法で免疫した場合の抗体産生の

状態を沈降反応とタンニン酸処理ヒツジ赤血球凝集反応

でしらべたところＥＳ抗原免疫ではＳＯＭ抗原免疫よ

り抗体価が急上昇し，adjuvant法によるＥＳ抗原の

力価の高さを思わせる結果を得た．しかし，この抗血

清とＥＳおよびＳＯＭ抗原との間の相互の免疫泳動像

を比較してみると抗ＥＳ血清に対してＥＳ抗原ＳＯＭ

抗原の沈降線はα,_グロブリンに相当するＥＳ抗原のみ

に出現する沈降線を得た.さらにこの抗ＥＳ血清とＳＯＭ

抗原で吸収し，いわゆる吸収抗ＥＳ血清（Ｎｏ．１）とＥＳ

抗原との免疫泳動像ではやはりα1-グロブリンに相当す

る沈降線の残存を得た．このものはＫｅｎｔ（1960）の仔

虫卵感染による免疫抗体に対する特異抗原として分離し

た糖蛋白に相当するかも知れない．因みに人血清の免疫

泳動像のα1-グロブリン中α1-グルコプロテインに一致

する位置に沈降線は認められた．他の５本の沈降線は全

く一致した.また抗SOM血清に対するＥＳ抗原とＳＯＭ

抗原の沈降線はＥＳでは１８２および７－グロブリン位に

特異的に，ＳＯＭではβ2～72-グロブリン位にそれぞれ

沈降線を認め，抗ＥＳ血清に出現したアルブミン位およ

びα1-グロブリン位の沈降線を全く認めなかった．この

ような現象は複合抗原で免疫した場合，抗原性の程度に

より産生される抗体に差を生じたことで，この２種抗原

の間には構成抗原物質に質的な差を求めることはむしろ

困難で，構成抗原成分の量的な差が抗体産生に影響を与

え，その結果免疫反応の系に２者の差を招来したものと

解すべきである．このような結果から，感染の場におけ

る免疫抗体を捕捉する目的で抗原を分画する場合には，

全虫体および飼育液の両者ともにＥＳ型に合せなければ

ならないと考えられる．著者の実験で得た飼育型抗原の

中での抗原物質の主体はその沈降線の強度と分布からみ

てアルブミンおよびα1-グロブリンに相当するとみなさ

れる．そこで硫安分画でこれに相当するものをとり沈降

反応を抗ＥＳ血清について試みたところ，硫安１/3飽和

分画でＥＳ型に特異のα1-グロブリン位に１本の沈降線

を認めた．

ＫａｇａｎｅＺａＺ.(1959）の方法によるポリサツカライF，

Crandall＆Crandall（1967）の方法による第１および

第２分画はともに抗ＥＳ血清に対して免疫泳動による沈

降線は認められなかった．しかし，第１分画は赤血球凝

集反応で1,280倍まで反応が陽性に認められ,沈降反応の

抗原，抗体系と異なる赤血球凝集反応系の存在がうかが

われた．このことはＳａｗａｄａｅＺａＪ.(1965）の肝吸虫に

おける所見と一致するかも知れない．

以上総括すると沈降線反応系におけるＥＳ抗原の主体

はタンパクであり，それはアルブミンおよびα1-グロブ

リンに免疫抗原性が認められた．

結語

イヌ回幼虫感染症に対する免疫学的診断を行なうため

に必要な抗原の吟味を行なった．イヌ回虫感染の飼育液

中からのＥＳ抗原と虫体抽出によるＳＯＭ抗原の比較

をした結果を報告する．

１．ＥＳ抗原でウサギを免疫したところ，抗体価は赤

血球凝集反応で10,240～20,480倍，ＳＯＭ抗原による抗

体価は5,120倍を示し，ＥＳ抗原免疫ではＳＯＭ抗原に

比し，抗体価が遙かに高かった．

２．免疫泳動法で，ＥＳ抗原による産生抗体はアルブ

ミンおよびα1-グロブリン位に強い沈降線を示し，これ

はＥＳ抗原に特異であった．ＳＯＭ抗原による産生抗

体はα2～7-グロブリン位に強く示し，アルブミンおよび

α1-グロブリン位には沈降線を示さなかった．

３．ＳＯＭ抗原で吸収した抗ＥＳ血清(Ｎｏ．１）のＥＳ

抗原に対する免疫泳動ではα1-グロブリン位にＥＳ抗原

特異の沈降線の残存を示し,ＥＳ抗原で吸収した抗ＳＯＭ

血清（No.３）のＳＯＭ抗原に対する免疫泳動は７－グロ

ブリン位に１本弱い沈降線の残存を示した．

４．ＳＯＭ抗原の硫安１/３飽和分画と抗ＥＳ血清との

免疫泳動像でＥＳ抗原に特異なα2-グロブリン位に沈降

線を示した．硫安分画の上清は抗ＥＳ血清との間のみ，

アルブミン位に沈降線を示した．硫安１/2飽和および全

飽和ではα,～7-グロブリン位に４～６本の沈降線を両者

に示した．

５．ＫａｇａｎｅＺａＺ.（1958）の方法でＳＯＭ抗原より抽

出したpolysaccharideproteincomplexはＥＳ，ＳＯＭ

、

８

●

Ｃ

（２６）
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両抗血清ともに沈降線を認めなかった．また，Crandall

＆Crandall（1967)の方法で，ＳＯＭ抗原より抽出分画

した第１および第２分画も両抗血清に対して免疫泳動法

で沈降線を認めなかったが第１分画は赤血球凝集反応で

1,280倍まで反応が陽性であった．
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STUDIES ON TOXOCARA CANIS

1. ES ANTIGEN FROM ADULT WORMS

Tatsuo HOSOI

{Department of Parasitology, School of Medicine, Gifu University, Japan)

Excretion and secretion (ES) antigen was prepared from culture medium of Toxocara

canis adults and somatic antigen was lyophilized and extracted with saline.

(1) Hemagglutination titre for ES antigen, when tested with ES antiserum, was approxi

mately 1 :10,240-20,480, while for SOM antigen with anti- SOM serum was about 1 :5,120.

(2) By immunoelectrophoretic analysis, with homologous antigen-antibody system of ES

antigen, were recognized two clear precipitin bands at the positions of albumin and ai-globulin

(euglobulin) fractions, especially the latter precipitin band was specific for ES antigen. In the

case of somatic antigen were recognized several precipitin bands at the positions of az~y -globul

in fractions. Precipitin band at the y -globulin fraction was specific for SOM antigen.

(3) When the fraction of somatic extract, 1/3 saturated with ammonium sulfate, was

tested for anti ES serum, a single specific precipitin band appeared at the position of ai-globulin.

In the reaction with supernatant of ammonium sulfate fractionation of SOM antigen, using anti

ES serum, was recognized clearly a single precipitin band at the position of albumin fraction.

Using the precipitate fraction at the half saturation with ammonium sulfate as the anti

gen, several precipitin bands appeared at the positions of a%~y -globulin fractions.

(4) Polysaccharide protein complex extracted from SOM antigen by the procedure of

Kagan et al. (1959) was recognized no precipitin band for both anti- SOM and anti-ES sera.

(5) The first and second peak fraction extracts from SOM antigen by the procedure of

Crandall & Crandall (1967) were given positive reaction in 1 : 1,280 by hemagglutination test,

while no precipitin band was recognized by immunoelectrophoresis.
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